『「見積書（写）」等の添付方法』
１．総事業費が１つだけの見積書の計算で出る場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「見積合せ点検票」（様式５添付文書②）が１番上にくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に、それぞれの「見積書（写）」を添付する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「見積書（写）」の提出が１社の場合でも、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「見積合せ点検票」を添付する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし「見積書（写）」の提出が１社だけの場合、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その理由を「見積合せ点検票」の余白に記入する。（記入例あり）


２．総事業費が２つ以上の見積書の合算である場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「総事業費確認書」（様式５添付文書③）が一番上にくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に、「見積合せ点検票」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「見積書（写）」を各事業ごとにまとめて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「総事業費確認書」の後ろに添付する。
「見積合せ点検票」が事業毎に必要となる。




見積合せ点検票


年　月　日


①　採用


②


③








見積書③





見積書②








見積書①採用








総事業費確認書


　　　1


　　　2　　


　　　事業費計　　








見積書1-③





見積書1-①採用





見積書1-②





1見積合せ点検票


①採用


②


③





見積書2-②





見積書2-①採用





2見積合せ点検票


①採用


②








